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令和２年度「全国安全週間」を迎えるに当たって
　

建設業労働災害防止協会神奈川支部　　
支部長　黒田　憲一　　　

　令和２年度の全国安全週間を迎えるに当たりご挨拶を申し上げます。
　全国安全週間は昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という基本理念の下、一度も中断す
ることなく続けられ、今年で 93 回目を迎えます。
　本年は新型コロナウイルス感染が世界中に蔓延し、オリンピック・パラリンピックなどのイベント
も中止、延期となり、県内でも経済活動の自粛が余儀なくされているところですが、建設業も例外で
はなく、特にテレワークなどの在宅勤務が困難な職種ですので、今後もより一層「３つの密」を避け
るなどの感染予防対策の徹底が求められています。
　安全週間における活動も十分な配慮をいただきますようお願いします。

　さて、昨年の建設業における県内の労働災害による死亡者数は 10 人と前年と同数であり、死傷者数
は 808 人、前年より 81 人増加となりました。また、墜落・転落による死傷者数は 276 人で前年より 
66 人増加するなど、今後も引き続き足場からの墜落防止措置も含め「墜落・転落」災害防止の取組強
化を図る必要があります。とりわけ今年は厚生労働省で足場の規制強化なども見込まれており、フル
ハーネス型安全帯移行の猶予期間も残り２年ということで、規格品への買い換え、適正な着用・使用
など計画的に進めていかなければなりません。
　さらに、猛暑により増加傾向にある熱中症への対応は、気温上昇が早まっていることから、少なく
とも週間中に必要な用品や作業員への教育などの準備を済ませておく必要があります。

　神奈川支部としては、今年度から支部長を始め新体制で支部会員の皆様のニーズに応えるべく各種
資格講習や分会活動の充実に向けて、神奈川労働局など関係機関と連携して取り組んでいくこととし
ております。
　新型コロナウイルスの影響もあり、県内の建設業の経済環境は厳しい状況が続くと思われますが、
いかなる時代にあっても「人命尊重」の基本理念は変わるものではありません。
　今年の安全週間のスローガンの「エイジフレンドリー職場へ！みんなで改善　リスクの低減」にも
言われているように、建設労働者の高齢化の進展に対処する必要があるところですが、高年齢労働者
も含めて、人が誇りを持って安心して働ける建設産業に生まれ変わるよう、関係者が一丸となって現
場での自主的な安全衛生管理をより一層推進し、安全で安心な職場環境を形成する機会とされるよう
お願いします。
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令和 2年度（第 93回）全国安全週間に当たって

　建設業労働災害防止協会神奈川支部長始め会員の皆様には、平素から労働安全衛生行政の運営に多

大なる御理解、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　神奈川労働局では、平成３０年度から令和４年度の５か年を第１３次労働災害防止推進計画期間と

して、計画最終年においては県内全産業の死亡労働災害を２５人以下、死傷労働災害を６，２２３人以

下にすることを目標に掲げ、推進計画の３年目となる本年度は、建設業における死亡労働災害を５人

以下、死傷労働災害を６８５人以下とすることを目標として掲げております。

　しかし昨年の県内における労働災害発生状況を見ますと、全産業における死亡労働災害については

２４人と史上最少の被災者数になりましたが、その一方で死傷労働災害は一昨年から１７５名増加の

７，０９５人、建設業における死亡労働災害は１０人であり一昨年と同数ではあるが相対的に建設業労

働者の占める割合が増加したことや死傷労働災害は８０８人を記録し、一昨年の７２７人から大幅な

増加という残念な結果となりました。建設業の皆様には労働災害防止につき、なお一層の取組をいた

だくようお願いいたします。

　さて「全国安全週間」は昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本理念の下、

「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図る

こと」を目的に、一度も中断することなく続けられ、今年で９３回を迎えます。本年度の安全週間は

「エイジフレンドリー職場へ！　　みんなで改善　　リスクの低減」

をスローガンに、６月を準備期間、７月１日から７月７日までを本週間として実施されます。

　本年度の全国安全週間実施要綱では、建設業における労働災害防止対策として

①　足場等からの墜落・転落防止対策の実施、手すり先行工法の積極的な採用、改正された法令に

基づくフルハーネス型墜落制止用器具の積極的な導入と適切な使用

②　職長、安全衛生責任者に対する適切な安全衛生教育の実施

③　元方事業者による統括安全衛生管理、関係請負人に対する指導の実施

④　建設工事の請負契約における適切な安全衛生経費の確保

等が実施事項として示されていますので取組をお願いいたします。

　また、本週間実施を機に『ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト神奈川』『ＳＴＯＰ！熱中症クールワー

クキャンペーン』についても取り組みいただきますよう重ねてお願いいたします。

　本週間の取組によって無災害が達成されますことを祈念いたしまして全国安全週間に寄せてのメッ

セージとさせていただきます。

神奈川労働局長　　園 田    宝
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令和２年度　第１回理事会を開催

　５月２１日午後３時から建設会館講堂において、令和２年度第１回理事会を開催しました。

　提案された①令和元年度の事業承認に関する件、②令和元年度決算報告承認に関する件及び③令和

２年度の事業計画（案）承認に関する件、④令和２年度収支予算（案）承認に関する件、⑤役員改選

に関する件が審議されて原案どおり承認され、５月２７日の代議員会に上程、報告されることになり

ました。

　本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、理事の皆様には委任状の提出を増やしていた

だくとともに、ご来賓についてもご臨席をいただかないことにして、少人数で開催いたしました。

労 働 保 険 の お 知らせ
令和２年度・労働保険（労災保険・雇用保険）の　　　　　　　　　

確定・概算申告と保険料等の納付はお早めに。
申告・納付期間は 6 月1 日㈪～ 8 月 31 日㈪ です。

　　　　　　　　　　　　　　　　※　令和２年度は期限が延長となっています。

労災保険と併せて石綿健康被害救済のための一般拠出金も申告・納付となります。

労働保険料は口座振替が便利です！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　申込締切日を過ぎて提出された場合は、次の期からの振替となります。

　お問い合わせは、
　神奈川労働局　総務部　労働保険徴収課

適用第 1係・第 2 係・第 3 係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電話 045-650-2803

検 索➩ 厚生労働省 労働保険 口座振替
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令和 2 年度　代議員会を開催

　５月２７日午後３時から建設会館講堂において、令和２年度代議員会を開催しました。

　提案された①令和元年度の事業承認に関する件、②令和元年度決算報告承認に関する件及び③令和

２年度の事業計画（案）承認に関する件、④令和２年度収支予算（案）承認に関する件、⑤役員改選

に関する件が審議されて原案どおり承認されました。

　役員改選により、小俣務支部長が退任され、黒田憲一新支部長が就任されました。

　本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、代議員の皆様には委任状の提出を増やしてい

ただくとともに、ご来賓についてもご臨席をいただかないことにして、少人数で開催しました。
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 新　  役　　員　　名　　簿

令和２年度・令和３年度
＊印は分会長役職名 氏 名 名 称 分会等

顧 問 小 俣 務 ㈱ 小 俣 組 支部

支部長 黒 田 憲 一 大 洋 建 設 ㈱ 支部

有 井 清 (一社 )神奈川県空調衛生工業会 団体

島 﨑 勝 弘 清 水 建 設 ㈱ 横 浜 支 店 横浜南

＊ 馬 淵 圭 雄 馬 淵 建 設 ㈱ 横浜南

＊ 工 藤 圭 亮 昭 和 建 設 ㈱ 横浜西

＊ 佐 藤 雅 徳 ㈱ 佐 藤 工 務 店 川崎南

＊ 山 本 善 一 ㈱ 山 善 厚木

＊ 小 玉 徹 森 山 建 設 ㈱ 湘南

＊ 篠 﨑 栄 治 日 栄 建 設 ㈱ 相模原

米 田 實
神 奈 川 県 木 造 家 屋 建 築 工 事 等
災 害 防 止 協 議 会

団体

白 井 崇 雄 ㈱ 白 井 組 横浜南

馬 越 成 之 東 亜 建 設 工 業 ㈱ 横 浜 支 店 横浜南

根 本 雄 一 根 本 建 設 ㈱ 横浜南

＊ 仙 頭 靖 夫 ㈱ Ｎ Ｂ 建 設 横浜北

植 本 正 太 郎 奈 良 建 設 ㈱ 横浜北

篠 原 立 美 ㈱ 紅 梅 組 横浜北

柴 田 恭 幸 ㈱ 竹 中 工 務 店 横 浜 支 店 横浜北

西 本 哲 二 前 田 建 設 工 業 ㈱ 東 京 土 木 支 店 横浜北

石 井 直 樹 石 井 造 園 ㈱ 横浜西

＊ 佐 山 正 信 信 幸 建 設 ㈱ 東 日 本 支 社 鶴見

松 尾 文 明 ㈱ 松 尾 工 務 店 鶴見

小 川 祐 司 ㈱ 小 川 組 川崎南

＊ 河 﨑 茂 河 﨑 組 建 設 業 ㈱ 川崎北

鹿 嶌 利 一 鹿 島 環 境 設 備 ㈱ 川崎北

＊ 小 菅 貞 文 ㈱ 小 菅 建 設 横須賀

宇 内 達 也 宇 内 建 設 ㈱ 横須賀

増 山 博 一 増 山 土 木 ㈱ 湘南

＊ 佐 藤 哲 士 匠 建 設 ㈱ 平塚

＊ 譲 原 彰 譲 原 建 設 ㈱ 小田原

野 﨑 徹 ㈱ 野 﨑 工 業 所 相模原

山 口 宏 ( 一 社 ) 神 奈 川 県 電 業 協 会 団体

岩 本 正 夫 ㈱ 紅 組 運営委員

池 田 正 道 鹿 島 建 設 ㈱ 横 浜 支 店 運営委員

遠 藤 一 寿 ㈱ Ｎ Ｂ 建 設 運営委員

専務理事 澁 谷 健 一 建 災 防 神 奈 川 支 部 支部

副
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部
長
9
名

常
任
理
事

24
名

 新　  役　　員　　名　　簿

令和２年度・令和３年度
＊印は分会長役職名 氏 名 名 称 分会等

顧 問 小 俣 務 ㈱ 小 俣 組 支部

支部長 黒 田 憲 一 大 洋 建 設 ㈱ 支部

有 井 清 (一社 )神奈川県空調衛生工業会 団体

島 﨑 勝 弘 清 水 建 設 ㈱ 横 浜 支 店 横浜南

＊ 馬 淵 圭 雄 馬 淵 建 設 ㈱ 横浜南

＊ 工 藤 圭 亮 昭 和 建 設 ㈱ 横浜西

＊ 佐 藤 雅 徳 ㈱ 佐 藤 工 務 店 川崎南

＊ 山 本 善 一 ㈱ 山 善 厚木

＊ 小 玉 徹 森 山 建 設 ㈱ 湘南

＊ 篠 﨑 栄 治 日 栄 建 設 ㈱ 相模原

米 田 實
神 奈 川 県 木 造 家 屋 建 築 工 事 等
災 害 防 止 協 議 会

団体

白 井 崇 雄 ㈱ 白 井 組 横浜南

馬 越 成 之 東 亜 建 設 工 業 ㈱ 横 浜 支 店 横浜南

根 本 雄 一 根 本 建 設 ㈱ 横浜南

＊ 仙 頭 靖 夫 ㈱ Ｎ Ｂ 建 設 横浜北

植 本 正 太 郎 奈 良 建 設 ㈱ 横浜北

篠 原 立 美 ㈱ 紅 梅 組 横浜北

柴 田 恭 幸 ㈱ 竹 中 工 務 店 横 浜 支 店 横浜北

西 本 哲 二 前 田 建 設 工 業 ㈱ 東 京 土 木 支 店 横浜北

石 井 直 樹 石 井 造 園 ㈱ 横浜西

＊ 佐 山 正 信 信 幸 建 設 ㈱ 東 日 本 支 社 鶴見

松 尾 文 明 ㈱ 松 尾 工 務 店 鶴見

小 川 祐 司 ㈱ 小 川 組 川崎南

＊ 河 﨑 茂 河 﨑 組 建 設 業 ㈱ 川崎北

鹿 嶌 利 一 鹿 島 環 境 設 備 ㈱ 川崎北

＊ 小 菅 貞 文 ㈱ 小 菅 建 設 横須賀

宇 内 達 也 宇 内 建 設 ㈱ 横須賀

増 山 博 一 増 山 土 木 ㈱ 湘南

＊ 佐 藤 哲 士 匠 建 設 ㈱ 平塚

＊ 譲 原 彰 譲 原 建 設 ㈱ 小田原

野 﨑 徹 ㈱ 野 﨑 工 業 所 相模原

山 口 宏 ( 一 社 ) 神 奈 川 県 電 業 協 会 団体

岩 本 正 夫 ㈱ 紅 組 運営委員

池 田 正 道 鹿 島 建 設 ㈱ 横 浜 支 店 運営委員

遠 藤 一 寿 ㈱ Ｎ Ｂ 建 設 運営委員

専務理事 澁 谷 健 一 建 災 防 神 奈 川 支 部 支部

副
支
部
長
9
名

常
任
理
事

24
名

役 職名 氏 名 名 称 分会等

小 俣 順 一 ㈱ 小 俣 組 横浜南

佐 藤 優 佐 藤 工 業 ㈱ 横 浜 営 業 所 横浜南

喜 多 紀 州 西 松 建 設 ㈱ 横 浜 営 業 所 横浜北

小 勝 次 郎 ㈱ 大 勝 横浜北

阿 部 敏 夫 ㈱ 誠 昌 建 設 横浜西

佐 々 木 克 巳 ㈲ 浜 建 横浜西

千 田 亮 ㈲ 千 田 建 設 横浜西

山 本 行 範 Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ ニ ア リ ン グ ㈱ 鶴見

岡 村 大 助 岡 村 建 興 ㈱ 川崎南

城 田 和 明 東 生 建 設 ㈱ 川崎北

桐 田 吉 彦 ㈲ キ リ タ 横須賀

鈴 木 計 章 ㈱ 鈴 木 商 会 横須賀

西 尾 雄 一 郎 ㈱ 西 尾 建 設 湘南

浅 岡 康 一 浅 岡 建 設 ㈱ 湘南

長 谷 川 辰 巳 ㈱ エ ス ・ ケ イ ・ デ ィ 平塚

武 井 健 一 ㈱ 興 電 社 平塚

勝 俣 德 彦 ㈱ 勝 俣 組 小田原

加 藤 信 也 ㈱ 加 藤 工 務 店 小田原

大 高 昭 三 大 高 建 設 ㈱ 厚木

岡 見 健 ㈱ 小 島 組 厚木

大 久 保 勝 ㈱ 大 久 保 土 建 厚木

岩 田 正 ㈲ 岩 田 組 相模原

岩 崎 清 合 同 電 気 工 事 ㈱ 相模原

今 村 文 治 (一社)日本塗装工業会神奈川県支部 団体

小 山 俊 一 ( 一 社 ) 神 奈 川 県 造 園 業 協 会 〃

五 戸 和 明 神 奈 川 県 管 工 事 業 協 同 組 合 〃

松 枝 康 雄 神 奈 川 県 瓦 屋 根 工 業 連 合 会 〃

竹 田 繁 神 奈 川 県 左 官 業 組 合 連 合 会 〃

青 博 孝 神 奈 川 県 電 気 工 事 工 業 組 合 〃

阿 部 政 彦 神 奈 川 県 鉄 筋 業 協 同 組 合 〃

石 井 二 三 夫 神 奈 川 県 鉄 構 業 協 同 組 合 〃

角 田 秀 幸 ( 公 社 ) 神 奈 川 県 塗 装 協 会 〃

児 島 徹 (一社 )神奈川県建物解体業協会 〃

石 田 隆 横 浜 市 管 工 事 協 同 組 合 〃

島 崎 竹 志 神 奈 川 県 型 枠 工 事 業 協 同 組 合 〃

松 野 孝 一 ( 一 社 ) 神 奈 川 県 鳶 工 業 連 合 会 〃

浅 井 雅 弘 ㈱ 渡 辺 組 横浜南

長 森 修 ㈱ 丸 孝 産 業 横須賀

井 上 敏 郎 愛 甲 建 設 ㈱ 厚木

監
事
3
名

理
事

36
名

新役員名簿
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着　任　挨　拶

　３月３１日付けで神奈川労働局長を拝命いたしました 園田でございます。建設業労働災害防止協会

神奈川支部会員の皆様には、日頃から神奈川労働局の行政運営につきまして、格別の御理解と御協力

を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、最近の神奈川県内の経済情勢をみますと、新型コロナウイルス感染症の影響により弱い動き

となっており、経済情勢、雇用状況とも厳しい状況にあると認識しております。このような状況を踏

まえ、神奈川労働局では、新型コロナウイルス感染症への対応として雇用調整助成金の迅速な支給を

はじめとした各種支援を実施することはもとより、「すべての人がいきいきと働くかながわを目指して」

をスローガンといたしまして「『働き方改革』による労働環境の整備、生産性向上の推進」「就職氷河

期世代、高年齢者、障害者等の多様な人材の活躍促進、人材投資の強化」に取り組んでいくこととし

ており、神奈川労働局と県内の労働基準監督署・ハローワークが一体となって、地域のニーズに即し

た労働行政を推進することとしています。　

　さて、県内の建設業を取り巻く状況としましては、東京オリンピック・パラリンピックの開催延期

という事態に見舞われながらも、みなとみらい２１地区における大型のオフィスビルやホテルなどの

建築工事、新東名高速道路の延伸、リニア中央新幹線の新設、新規鉄道路線の整備、商業地や港湾地

区の再開発など数々の大規模な建設工事が施工中ないしは着工予定であります。

　本年度は第１３次労働災害防止推進計画の３年目となり、神奈川労働局の推進計画では、県内の建

設業における死亡労働災害を５人以下、死傷労働災害を６８５人以下とすることを目標として掲げて

おります。

　しかし昨年の県内における労働災害発生状況を見ますと、建設業における死亡労働災害は１０人で

あり一昨年と同数、死傷労働災害は８０８人を記録し、一昨年の７２７人から大幅な増加を見ること

となりました。建設業で発生件数が最も多く、重症者の割合が大きい労働災害の型は何といっても「墜

落・転落」災害であり、昨年発生した死亡労働災害１０人中６人が「墜落・転落」によるものでした。

当局においても、墜落・転落災害防止対応の充実強化を図ることとしておりますが、会員の皆様にお

かれましても、高所作業における安全な作業床の設置、フルハーネス型墜落制止用器具の普及を進め

るなど墜落・転落災害の防止につきましてなお一層の取り組みをお願いいたします。

　建設業労働災害防止協会神奈川支部におかれましては、神奈川県内における建設業の労働災害防止

活動の中心的存在として、労働災害防止に取り組んでいただき着実な成果を上げられることを期待し

ております。

　結びに、貴支部及び会員の皆様の益々の御発展、御健勝と御安全を祈念いたしまして、私の着任に

当たっての御挨拶とさせていただきます。

神奈川労働局長　　園 田    宝
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☆令和２年 死亡災害の概要☆

番号 発生月
発生時刻

業　　種
事業場規模

起因物
事故の型 発　生　概　要

1
２月

16 時頃

土木工事業
50 名～ 99 名

70 歳台

基礎工事用機械
激突され

　被災者は自社で杭打機の輸送時仕様への組立の補助に従事。運転手が杭打機
のリーダー下部を接地固定させていたジャッキを縮めて接地解除操作をしたと
ころ、長さ約２メートルのリーダー下部が、リーダー本体とのヒンジを支点に
大きく揺れた。その瞬間に被災者が何らかの理由で揺れる範囲に立ち入ってき
て、リーダー下部に激突されたもの。

2 ３月
０時頃

土木工事業
30 名～ 49 名

40 歳台

開口部
墜落、転落

　鉄道トンネルの坑口構造物の上を通る、幅１．５メートルの通路を歩行中、体
勢を崩し、約１３メートル下の線路付近に墜落したもの。

3 ４月
18 時頃

その他の建設業
～９名

60 歳台

化学設備
墜落、転落

　脱硫塔内の充填物の入替工事において、塔内のグレーチングフロアでスコッ
プを使い新しい充填物をならしていたところ、足元のグレーチングが脱落し、
下のグレーチングフロアまで、５メートル墜落したもの。

神奈川労働局（令和２年４月末日現在）

☆令和２年　死亡災害発生状況☆
死 亡 災 害 把 握 数 死 亡 災 害 件 数

本　年 前年同期
（令和元年）

前々年同期
（平成 30 年）

令和元年
( 確定値 )

平成 30 年
( 確定値 )

平成 29 年
( 確定値 )

製 造 業 1 2 2 6 6 
建 設 業 3 3 (1) 2 10 (1) 10 (1) 6 (1)
交 通 運 輸 業 1 1 
陸上貨物運送事業 2 (1) 2 (1) 2 5 (1)
港 湾 荷 役 業 1 1 (1) 1 
商 業 1 1 (1) 4 (2) 3 
清 掃・ と 畜 業 1 3 (1) 5 (1) 4 
そ の 他 2 1 4 (1) 5 (1) 6 (2)
合 計 6 5 (2) 8 24 (6) 34 (5) 30 (4)

神奈川労働局（令和２年４月末日現在）

（注）：死亡災害把握数は、欄外表示の日までに把握した死亡災害の件数です。
　　　（　）は、事故の型が「交通事故」であるものを内数で表示しています。

支部行事予定
[ 木建 ] 会計監査
時：６月１６日　15：00
所：2F 講堂控室
[ 木建 ] 正副会長会議
時：６月１８日　15：00
所：3F ３１１

[ 木建 ] 総会
時：６月２５日　15：00
所：講堂
正副運営委員長・部会長会議
時：７月９日　16：00
所：3F ３１１

① [ 木建 ] 安全指導員研修会
② [ 建災防 ] 安全指導者研修会
時：８月２０日 ① 9：30 ② 13：30
所：講堂

（令和２年６月～令和２年８月）

☆令和２年　建設業における署別労働災害発生状況☆ （休業 4 日以上）

署
年

横
浜
南

鶴
　
見

川
崎
南

川
崎
北

横
須
賀

横
浜
北

平
　
塚

藤
　
沢

小
田
原

厚
　
木

相
模
原

横
浜
西

合
　
計

２年
14 6 12 20 12 23 12 14 12 13 13 16 167
(1) (1) (1) (3)

前年
24 4 17 17 13 18 11 12 9 16 14 22 177

(1) (1) (1) (3)

神奈川労働局（令和２年４月末日現在）

（注）　１ 労働者死傷病報告による。　２（　）内は、死亡者数で内数である。

― 7 ―― 6 ―



●こまめな水分・塩分の補給 
（特に高齢者、障害児・障害者の場合、のどの渇きを感じなくても、こまめな水分補給を） 

 

●こまめな体温測定（特に体温調節機能が十分でない高齢者、障害児・障害者、子ども） 

●通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用  ●保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却 

●扇風機やエアコンを使った温度調整 
●室温が上がりにくい環境の確保（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など） 

●こまめな室温確認、WBGT値（※）の把握 
 

 

●日傘や帽子の着用  ●日陰の利用、こまめな休憩 ●通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着
用 ●天気の良い日は昼下がりの外出はできるだけ控える 

※ 値：気温、湿度、輻射（放射）熱から算出される暑さ指数で、熱中症予防のために運動や作業の強度に応じた基準値が定められています。  
「環境省熱中症予防情報サイト」で、観測値（全国で8地点）と予想値（全国各地）を閲覧できます。 

水分・塩分補給

体調に合わせた対策

熱中症になりにくい室内環境

外出時の注意

エアコンを使わず
に我慢していると
熱中症につながる
恐れがあります！

  ○ 熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。 
 
  ○ 熱中症になった場合も、適切な応急処置により救命することができます。 
 
  ○ 一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気を

つけるとともに、周囲の人にも気を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症
による健康被害を防ぎましょう。 

●高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能が
うまく働かないことにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには
吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症になると意識障害などが起こります。
●気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、
暑さに体がまだ慣れていないなどの個人の体調による影響とが
重なることにより、熱中症の発生が高まります。
●屋外で活動しているときだけでなく、室内で特に何もしていなくても
熱中症を発症し、救急搬送されたり、死亡する事例が報告されています。

急に暑く
なった日は
特に注意！

室内にいる
ときも注意
が必要！

「 
 熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！ 

～皆さまに取り組んでいただきたいこと～

熱中症の発生は ～ 月がピークになります。熱中症を正しく理解し、予防に努めてください。

熱中症とは･･･

熱中症の予防法

を防ぐために熱中症 
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